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（1）令和 8年 8月 1日

令
和
八
年
度
定
時
総
会
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続

き
理
事
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役
職

員
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た

め
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
、
会
員
確
保
で
あ

り
ま
す
。
企
業
に
お
け
る
七
〇
歳
ま
で
の
雇
用
機
会
確
保
の
努
力
義
務
化
な

ど
の
影
響
も
あ
り
、
会
員
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
企
業

で
の
継
続
雇
用
が
一
層
進
む
中
で
、
会
員
の
確
保
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
剪
定
作
業
な
ど
に
お
け
る
後
継
者
不
足

も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
仕
事
の
依
頼
に
十
分
応
じ
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
や
、

就
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度
は
会
員
拡
大
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、

広
報
活
動
や
加
入
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み
も
極
め
て
重
要
で
す
。
高
齢
に
な
る

に
つ
れ
て
身
体
機
能
や
注
意
力
は
低
下
し
、
労
働
災
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
改
め
て
安
全
意
識
を
持
ち
、
無
理
の
な
い
就

業
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
、
会
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
再
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

満開のそば畑から望む山脈 写真提供：田中 正一会員（三郷）

理
事
長
再
任
の
ご
挨
拶

理
事
長
　
有
　
賀
　
朝
　
一
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役
員
表
彰
（
2
期
以
上
に
わ
た
り
役
員

と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
に
寄
与

し
退
任
さ
れ
た
方
）

令
和
７
年
度
事
業
報
告
で
は
、
会
員
数

が
前
年
度
と
比
較
し
17
名
減
の
８
０
３

名
、
契
約
金
額
は
、
対
前
年
比
２
．４
％

増
の
５
億
９
５
６
８
万
円
（
請
負
・
派
遣

合
計
）
と
な
り
、
年
度
当
初
よ
り
開
始
し

た
新
包
括
的
契
約
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
３
億
４
９
３
４
万
円
で
、
全
体
の

66
．9
％
の
移
行
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
年
間
収
入
で
あ
る
経
常
収
益
は

2
億
４
３
２
２
万
円
で
、
前
年
よ
り
2
億

9
千
万
円
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
新
契
約
を
進
め
た
結
果
、
セ
ン
タ
ー
の

収
入
か
ら
除
外
さ
れ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
伴
う
消
費
税
負
担
の
減
少
に
繋
が
る
も

の
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中「
会
員
の
拡
大
」「
事
故

ゼ
ロ
」
を
重
点
目
標
と
し
て
、
諸
事
業
を

推
進
し
た
結
果
、
今
期
の
事
故
件
数
は
４

件
と
、昨
年
に
比
べ
４
件
減
少
し
ま
し
た
。

収
支
決
算
や
財
産
目
録
な
ど
に
つ
い
て

報
告
の
後
、
監
事
か
ら
適
正
執
行
で
あ
っ

た
と
の
監
査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
事
業
計
画
で
は
、
人
生
１

０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
地
域
に
貢
献
す

る
シ
ル
バ
ー
の
役
割
は
一
層
重
要
に
な
る

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
と
り
わ
け
会
員
拡

大
を
重
点
課
題
と
捉
え
、
身
近
な
方
々
へ

の
入
会
勧
誘
や
、
高
齢
会
員
の
退
会
抑
制

策
の
検
討
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

豊
科
地
区

大
方　
三
千
雄　
　
田
野
尻　
正

丸
山　
至
孝　
　
　
小
穴　
典
子

竹
内　
忠
雄　
　
　
由
沢　
照
豊

小
林　
公
夫　
　
　
大
江　
裕
明

福
田　
勝
彦　
　
　
宮
澤　
弥
六

穂
高
地
区

猪
瀬　
美
代
子　
　
黒
澤　
貴
巳
子

山
本　
都
俊　
　
　
茅
野　
七
夫

滝
沢　
一
幸　
　
　
瀧
澤　
茂

藤
澤　
明
雄　
　
　
堀
内　
陽
二

沓
掛　
修
一
郎　
　
矢
久
保　
恒
男

小
林　
元
子　
　
　
小
野
沢
す
み
子

三
郷
地
区

小
笠
原　
誠
司　
　
務
台　
正
治

中
村　
安
正　
　
　
丸
山　
昇　

櫻
井　
秀
敏　
　
　
高
山　
ち
さ

仲
澤　
宗
昭　
　
　
松
本　
健
一

岩
原　
正
男　
　
　
小
林　
清
孝

堀
金
地
区

米
倉　
健
一　
　
　
田
口　
一
夫

板
花　
和
喜
子　
　
松
田　
清
志

小
口　
千
恵
子　
　
有
賀　
一
人

丸
山　
永
子

明
科
地
区

丸
山　
ま
さ
子　
　
　
隠
岐　
シ
ゲ
子

三
澤　
孝
司　
　
　
　
宮
澤　
利
永

関　
文
子　
　
　
　
　
塩
原　
昭
雄

寶　
惠
美
子　
　
　
　
嶋
﨑　
君
子

内
川　
亜
基
雄

理
事
・
監
事

青
栁　
等　
　
　
　
　
三
郷

尾
日
向　
芳
雄　
　
　
堀
金

和
田　
博　
　
　
　
　
穂
高

安
全
就
業
委
員

丸
山　
幹
雄　
　
　
　
豊
科

中
島　
今
朝
良　
　
　
穂
高

地
域
班
長

宮
澤　
勝
人　
　
　
　
豊
科

細
井　
す
み
子　
　
　
豊
科

両
角　
幸
男　
　
　
　
穂
高

山
本　
都
俊　
　
　
　
穂
高

丸
山　
昇　
　
　
　
　
三
郷

滝
沢　
伸
光　
　
　
　
明
科

堀
内　
伸
一　
　
　
　
明
科

表

彰

者

一

覧

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
員
表
彰
（
77
歳
以
上
で
、
過
去
5
年

間
に
１
０
０
日
以
上
就
労
し
、
セ
ン
タ
ー

の
事
業
活
動
に
積
極
的
に
寄
与
し
た
方
）

令和８年度定時総会開催
令和8年度定時総会が5月26日（火）豊科公民館大会議室に
て開催されました。当日は会員および役員88名が出席し、本
年度の事業計画・予算案、ならびに前年度の事業報告および
収支決算、役員改選について審議が行われ、いずれも承認さ
れました。
また、長年にわたり会員として積極的に活動し、本会の発
展にご尽力いただいた60名の皆さまに対し、表彰が行われま
した。
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今
総
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴

う
新
た
な
役
員
14
名
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総

会
を
中
断
し
て
開
催
さ
れ
た
理
事

会
に
お
い
て
は
、
３
役
を
は
じ
め
新
た

な
執
行
部
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
職
を
担
わ
れ

た
、
７
名
の
理
事
・
監
事
が
退
任
、
６

名
の
新
理
事
・
監
事
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
新
た
な
理
事
長
に
は
、
豊
科

の
有
賀
朝
一
氏
が
、
副
理
事
長
に
は
、

堀
金
の
松
田
清
志
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任

さ
れ
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事　
　
丸
山　
幹
雄　
　
　
豊
科

　
理
事　
　
齊
藤　
澄
夫　
　
　
穂
高

　
理
事　
　
松
田　
惠
喜
雄　
　
穂
高

　
理
事　
　
青
栁　
等　
　
　
　
三
郷

　
理
事　
　
尾
日
向　
芳
雄　
　
堀
金

　
監
事　
　
赤
澤　
喜
夫　
　
　
豊
科

　
監
事　
　
和
田　
博　
　
　
　
穂
高

定
時
総
会
前
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
市
役
所
高
齢
者
介
護
課
の
歯
科
衛

生
士
、
臼
山
千
花
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

「
お
口
の
健
康
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

臼
山
さ
ん
は
、
フ
レ
イ
ル
の
事
を
知

っ
て
、
健
康
で
元
気
に
、
お
い
し
く
食

べ
て
楽
し
く
話
し
、
笑
顔
で
過
ご
す
方

法
や
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

歯
磨
き
は
フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
粉

を
使
い
、
す
す
ぎ
は
軽
く
行
う
の
が
良

い
等
の
指
導
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
会
員
さ
ん
た
ち
は
、
大

き
く
口
や
舌
を
動
か
す
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
、
お
口
の
筋
肉
を
鍛
え
る
体
操

を
一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。

就任された新役員のみなさん

退任された役員のみなさん

役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

退
任
さ
れ
た
役
員

総
会
前
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

フ
レ
イ
ル
予
防 

お
口
の
健
康

新
た
な
役
員
の
み
な
さ
ん

※
外
部
理
事
・
監
事
は
、
公
益
法
人
認
定
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

監
事

監
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

専
務
理
事

事
務
局
長

副
理
事
長

理
事
長

役
職
名

髙
橋　
利
実

赤
羽　
孝
明

小
林　
真
巳

三
澤　
孝
司

内
田　
彰
克

藤
澤　
靖
雄

田
中　
正
一

蓮
井　
昭
夫

戸
澤　
和
人

小
林　
和
子

中
澤　
清
香

赤
澤　
哲
也

松
田　
清
志

有
賀　
朝
一

氏 　
　
名

外
部
監
事

豊
科

明
科

明
科

堀
金

三
郷

三
郷

穂
高

穂
高

豊
科

外
部
理
事

三
郷

堀
金

豊
科

地
区
等　

新
任

新
任

再
任

再
任

新
任

再
任

新
任

新
任

新
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

新
再

お
口
の
体
操　

お
試
し
く
だ
さ
い
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実技指導に臨む草刈従事会員

令
和
７
年
度
事
業
実
績

区　分 令和７年度 令和６年度 増　減 対前年比
会　員　数 803 人 820 人 △ 17 人 97.9%

請   

負

受注件数 3,861 件 3,792 件 69 件 101.8%
契約金額 52,209 万円 50,904 万円 1,305 万円 102.6%
　内訳　公共 12,458 万円 10,968 万円 1,490 万円 113.6%
　〃　　民間事業所 29,189 万円 30,049 万円 △ 860 万円 97.1%
　〃　　一般家庭等 10,562 万円 9,887 万円 675 万円 106.8%

派遣請求額 7,358 万円 7,243 万円 115 万円 101.6%
総合計（請負＋派遣） 59,568 万円 58,147 万円 1,421 万円 102.4%

4
月
21
日
、
草
刈
作
業
が
本
格
的
に

始
ま
る
前
に
、
刈
払
い
機
安
全
操
作
講

習
会
を
開
催
し
、
作
業
時
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

明
科
の
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー「
せ

せ
ら
ぎ
」
と
河
川
敷
を
会
場
に
、
機
器

の
正
し
い
取
り
扱
い
な
ど
、
基
本
に
立

ち
返
っ
た
講
話
と
実
技
指
導
を
、
講
師

で
あ
る
、
機
器
メ
ー
カ
ー
の
平
沢
さ
ん

と
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
高
橋
さ
ん
か
ら
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
71
名
の
会
員
さ
ん
が
参
加
し
、

日
頃
使
用
し
て
い
る
刈
払
い
機
の
危
険

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な

り
、
今
後
の
安
全
作
業
に
役
立
つ
有
意

義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
就
業
だ
よ
り

刈
払
い
機
安
全
操
作
講
習
会

刈
払
い
機
安
全
操
作
講
習
会

就業中の熱中症に注意！ 「熱中症警戒アラート」 を上手に活用しましょう

これからの季節は、就業中の熱中症リスクが大きく高まります。特に屋外や、風通しの悪い場所での
作業は注意が必要です。毎年、全国で多くの高齢者が熱中症で救急搬送されており「自分は大丈夫」と思っ
ても、体が暑さに負けてしまうことがあります。

夏場は、気温だけでなく湿度も高く、体に熱がこもりやすい環境が増えます。そこでぜひ活用してい
ただきたいのが、「熱中症警戒アラート」です。アラートは、環境省と気象庁が発表する情報で、熱中
症の危険性が極めて高い日に発表されます。

アラートが出た日は、無理な作業を避け・こまめに水分と塩分を補給・休憩を増やし・帽子や日よけ
の活用など、いつも以上の対策が必要です。

アラートはテレビやラジオのほか、スマートフォンの天気アプリなどでも確認できます。
センターでも、アラート発表時には作業時間の調整や、危険な場合は作業中断のお願いをすることも

ありますので、ご理解とご協力をお願いします。

【熱中症を防ぐためのポイント】
◎　のどが渇く前に水分をとる
◎　朝食をしっかり食べて体力をつける
◎　帽子・タオル・通気性のよい服装を心がける
◎　体調がすぐれない日は無理をしない
◎　作業中は定期的に日陰で休む
◎「変だな」と感じたら、すぐに作業を中断
涼しい場所で休み、ためらわずに救急要請する
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剪
定
講
習
会
開
催

地
区
懇
談
会
を
開
催

事
務
局
か
ら
、
事
業
経
過
や
新
年
度
計

画
を
お
知
ら
せ
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺
う
、
地
区
懇
談
会

を
、
3
月
3
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
開
催

し
、
5
会
場
で
延
べ
１
８
０
名
の
皆
さ
ま

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

意
見
交
換
で
は
、
就
業
率
低
下
へ
の
懸

念
、
賠
償
保
険
の
補
償
上
限
、
適
正
就
業

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
、
と
い
っ
た
質
問

が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
ス
マ
イ
ル
の
利
活

用
促
進
や
、
配
分
金
単
価
の
引
き
上
げ
等

に
つ
い
て
、
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見・ご
要
望
は
、セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
う
え

で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。 

就
業
環
境
改

善
や
安
全
対
策
の
強
化
、デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
対
応
な
ど
、課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

一
つ
ひ
と
つ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

退
　
職
（
３
月
31
日
付
）

　
堀
金
地
域
業
務
担
当　
曽
山　
慶
一

　
明
科
地
域
業
務
担
当　
小
林　
敬
治

　
　
（
６
月
30
日
付
）

　
農
園
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
高
山　
純
一

採
　
用
（
４
月
１
日
付
）

　
堀
金
地
域
業
務
担
当　
籏
町　
正
美

　
明
科
地
域
業
務
担
当　
横
山　
友
明

３
月
７
日
、
堀
金
総
合
体
育
館
に
て
、

剪
定
作
業
に
従
事
す
る
会
員
さ
ん
を
対
象

と
し
た
技
術
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
35
名
が
参
加
し
、
豊
科
造
園
組
合

よ
り
3
名
の
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
小
林
安
全
就
業
委
員

長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
3
班

に
分
か
れ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
や
松
を
使
っ
た

実
技
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
な
取
扱
方
法
に
つ

い
て
も
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

受
講
し
た
会
員
さ
ん
は
「
普
段
の
現
場

で
は
自
己
流
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
プ
ロ

の
講
師
の
方
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
松
の
剪
定
は
、
枝
の
見
極
め
方
が
参

考
に
な
り
ま
し
た
。」「
仲
間
と
一
緒
に
学

べ
た
こ
と
で
、
技
術
面
だ
け
で
な
く
安
全

意
識
も
高
ま
り
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
、
充
実
し
た
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
４
月
か
ら

堀
金
地
域
の
業
務

担
当
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
、
籏
町
と
申
し
ま
す
。

４
月
か
ら
既
に
二
ヶ
月
が
過
ぎ
、
徐
々

に
会
員
さ
ん
の
お
名
前
と
顔
が
一
致
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
慣
れ
な

い
業
務
が
多
々
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
有
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

４
月
か
ら
明
科

地
域
の
全
業
務
と

穂
高
地
域
の
草
取

業
務
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
横
山
友
明
と
申
し
ま
す
。

二
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
日
々
の

業
務
依
頼
の
多
さ
に
戸
惑
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
失
敗
も
多
く
会
員
の
皆
さ
ま

及
び
、
周
り
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
発
注
者
様

か
ら
の
依
頼
を
、
確
実
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

豊科地区懇談会は３月11日に
開催され、37名の会員さんが
参加されました。 

飛び石を抑えたチップソーを販売して
います。
　外径 23㎝　１枚　税込み 1,320 円
　外径 25㎝　１枚　税込み 1,540 円
詳しくは事務局までお問い合わせくだ
さい。

籏町　正美横山　友明
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◆
近
年
異
常
気
象
が
続
く
。
今
年
の
夏

は
何
度
ま
で
上
が
る
の
か
。
草
取
り
や

剪
定
等
、
外
仕
事
は
特
に
注
意
し
た
い
。

暑
さ
の
分
類
は
、
猛
暑
日（
35
度
以
上
）

の
上
の
ラ
ン
ク
を
酷
暑
日（
40
度
以
上
）

と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
信
じ
ら
れ
な

い
気
温
だ
。

　

も
う
一
つ
の
異
常
気
象
に
線
状
降
水

帯
の
発
生
が
あ
る
。
川
の
氾
濫
、
土
砂

災
害
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。
日
頃
の

休
養
は
し
っ
か
り
と
る
。
そ
し
て
水
分

補
給
は
絶
対
に
‼
。

総
務
・
調
査
広
報
部
会

　
　
　
小
林　
和
子
、
蓮
井　
昭
夫
、

　
　
　
藤
澤　
靖
雄
、
三
澤　
孝
司
、

　
　
　
中
澤　
清
香

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
配
分
金
　
　
派
遣
給
与

８
月
分
　
８
月
20
日（
木
）　
31
日（
月
）

９
月
分
　
９
月
18
日（
金
）　
30
日（
水
）

10
月
分
　
10
月
20
日（
火
）　
30
日（
金
）

11
月
分
　
11
月
20
日（
金
）　
30
日（
月
）

12
月
分
　
12
月
18
日（
金
）　
28
日（
月
）

セ
ン
タ
ー
で
は
剪
定
枝
の
処
分
代
や
、

除
草
剤
等
の
材
料
購
入
費
に
充
て
る
た

め
、現
金
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、防
犯
及

び
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
、多
額
の
現
金

を
事
務
所
に
置
か
な
い
よ
う
、監
督
官
庁

よ
り
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

現
在
、処
分
代
等
の
精
算
方
法
は
複
数

あ
り
、事
務
所
に
て
現
金
を
仮
払
い
す
る

形
が
多
く
採
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら

の
指
導
を
踏
ま
え
、現
金
保
管
を
減
ら
す

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、取
扱
い
ル
ー
ル

を
定
め
ま
し
た
の
で
、ご
承
知
く
だ
さ
い
。

◎
請
負
業
務
で
あ
る
た
め
、処
分
代
金
は
、

受
注
会
員
さ
ん
が
立
替
え
、配
分
金
と
し

て
受
領
願
い
ま
す
。

◎
処
分
代
金
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、従

来
ど
お
り
仮
払
い
を
し
ま
す
が
、事
前
連

絡
の
う
え
、５
万
円
を
限
度
と
し
、作
業
終

了
後
速
や
か
に
精
算
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

就
業
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、速
や
か

に
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
締
切
日
（
翌
月
５
営
業
日
）ま
で
に
、

間
に
合
わ
な
い
と
、配
分
金
の
支
払
い

が
１
ヶ
月
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

配
分
金
・
派
遣
給
与
振
込
日

就
業
報
告
書
の
提
出
は
早
め
に
！

就
業
に
伴
う
立
替
金
の
精
算
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り

事
務
局
よ
り

●
　
会
　
員
　
の
　
声
　
●

編
集
後
記

フ
レ
イ
ル
防
止豊

科
　
佐
々
木
　
伴
行

私
は
、定
年
退
職

後
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
に
通
い
、卒
業

後
暫
く
仕
事
を
し

た
後
最
近
ま
で
は

無
職
で
し
た
。

趣
味
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
や
市
民
農
園
、
ス
キ

ー
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
や
は
り

家
に
い
る
時
間
が
長
く
な
り
、
フ
レ
イ

ル
を
感
じ
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
矢
先
、
昔
の
テ
ニ
ス
仲
間
か
ら
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
も
ら
え
な
い
か
と
依
頼
が
あ
り
、
お

世
話
に
な
っ
た
コ
ー
ト
へ
の
恩
返
し
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
快
諾
致
し
ま
し
た
。

こ
の
４
月
に
シ
ル
バ
ー
に
登
録
し
、
月

数
回
程
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち

の
良
い
ア
ウ
ト
ド
ア
で
、
適
度
の
重
量

作
業
あ
り
（
筋
ト
レ
に
な
り
ま
す
）
仲

間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
、

作
業
の
工
夫
（
脳
ト
レ
に
な
り
ま
す
）

と
フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
も
っ
て
こ
い
で

す
。
趣
味
を
す
る
時
間
も
あ
り
、
社
会

へ
の
参
加
も
で
き
、
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
生
活
が
出
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
関
係
の
皆
さ
ま
に
は
感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
で
の
就
業
を
通
し
て

明
科
　
松
澤
　
幸
重

私
は
、会
員
に
な

り
三
年
あ
ま
り
に

な
り
ま
す
。

一
般
家
庭
や
、

事
業
所
等
か
ら
の

依
頼
を
い
た
だ
い
て
、草
刈
り
・農
作
業

の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

作
業
終
了
時
に
、お
客
さ
ま
か
ら「
綺

麗
に
し
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」「
お
か
げ
さ
ま
で
大
変

た
す
か
り
ま
し
た
。」と
お
礼
の
言
葉
を

頂
い
た
と
き
は
、感
激
し
地
域
に
貢
献

し
て
い
る
と
自
負
す
る
と
と
も
に
、少

し
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
少
し
で
も
地
域
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

手
塚　
溥
修　
様　
令
和
７
年
12
月

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

お
役
に
立

お
役
に
立

ち
ま
す
！

ち
ま
す
！


